
11月   12月の星空

１１月・１２月の主な天文現象

ふたご座流星群が極大

冬至

　宵空を見上げると、南の空ではギリシャ神話と併せて巡ることのできる秋の星座、東の空では１等星が多く輝く冬の
星座が夜空を飾っています。星座を形作る恒星を楽しみながら、惑星にも目を向けてみましょう。秋の四辺形の近くに
は土星、夜中になると春の星座のしし座とともに火星と木星が見えてきます。そして明け方には、明けの明星として金
星が東の空から昇ってきます。金星は11月30日に最大光度を迎え、明るさは－4.9等にもなります。まわりの星よりも
ひときわ明るく、目を引くでしょう。その頃の金星は３時過ぎには昇ってくるため、暗い空で美しい輝きを楽しめます。
日の出の時刻は６時30分前後ですので、だんだんと朝焼けに消えていく金星の輝きを眺めるのも良いでしょう。
　三大流星群の１つである「ふたご座流星群」が12月14日に極大を迎えます。14日の夜は月が21時頃には沈むため、そ
れ以降は月明かりの影響を受けず、良い条件のもと観察ができるでしょう。空の暗い場所で観察した場合、14日の21時
頃では１時間に30～40個ほどの流星が見られると予想されています。最も多く見られると期待される時間帯は、ふたご
座が空高く昇る15日の０時～２時頃です。この時間帯には１時間あたりおよそ60個もの、非常に
多くの流星が見られる予想です。冬の寒い時期での流星観察となります。しっかりと寒さ対策を
して、安全に観察を楽しんでください。
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ふれあい科学館
駅前観望会

11/21 17:30～18:30

場所：郡山駅西口駅前広場

2026年

水星が西方最大離角１１/２１
金星が最大光度(－4.9等)１１/３０

※上弦、下弦は半月です。
※天王星、海王星は肉眼では見えません。
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